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算数の学習の
　　　実生活への活用
廣田  敬一　［鎌倉女子大学特任教授］

1．新学習指導要領における位置付け

　本稿のテーマである「活用」については，

新しい学習指導要領の算数科の目標に「進

んで生活や学習に活用しようとする態度を

育てる」と明示され，改訂の基本方針の中

で，「活用」の目的は，「学ぶ意欲を高めたり，

学ぶことの意義や有用性を実感したりでき

るようにする」ことであり，「活用」の対

象となるのは，「日常生活」「他教科等の学

習」「より進んだ算数・数学の学習」であ

ると示されている。

　さらに，「各学年の内容」として例示さ

れた 29 項目の算数的活動の中には，「算数

の授業を創造的，発展的なものとする」「算

数を日常生活や自然現象と結び付いたもの

とする」「算数と他教科，総合的な学習の

時間等とを関連させる活動を構想しやすい

ものとする」等，「算数の学習を活用する」

項目が挙げられている。「実生活への活用」

と関連が深いと思われる項目をいくつか挙

げてみると，下に示すように，「数量関係」

の領域にかかわる内容（◎で示す）が多い

ことが分かる。

○身の回りにあるものの長さ，面積，体積

を直接比べたり，他のものを用いて比べ

たりする活動（1年）

○身の回りから，整数が使われている場面

を見付ける活動（2年）

◎日時や場所などの観点から資料を分類整

理し，表を用いて表す活動（3年）

◎身の回りから，伴って変わる二つの数量

を見付け，数量の関係を表やグラフを用

いて表し，調べる活動（4年）

◎目的に応じて表やグラフを選び，活用す

る活動（5年）

◎身の回りから，比例の関係にある二つの

数量を見付けたり，比例の関係を用いて

問題を解決したりする活動（6年）

　「数量関係」の中の「資料の整理と読み」

（統計的な活動）については，解説書で，

「目的に応じて資料を集めて分類整理した

り，それを表やグラフなどを用いて分かり

やすく表現したり，特徴を調べたり，読み

取ったりできるようにすることがここでの

ねらいである。そうした活動を通して，的

確な判断をしたり合理的な予測をしたりし

ようとする態度を育てることも大切である。

それは，多くの情報があふれる現代の社会

の中にあって，特に重要な意味をもつもの

である。このように算数が活用されること

に気付くことによって，算数の価値を実感

できることにもなる。」としているように，

実生活の様々な課題の解決に当たって，算

数を活用する一連の活動が重要であること

算数を実生活に活用する力を育てる指導と実践特 集

巻 頭 言
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を示唆している。

2．全国学力・学習状況調査と「活用」

　平成 19 年度から実施されている全国学

力・学習状況調査のＢ問題（主として「活用」

に関する問題）は，次の 4つの枠組みで作

成されている。

・ 物事を数・量・図形などに着目して観察

し的確にとらえること

・ 与えられた情報を分類整理したり必要な

ものを適切に選択したりすること

・ 筋道を立てて考えたり振り返って考えた

りすること

・ 事象を数学的に解釈したり自分の考えを

数学的に表現したりすること

　上記の 4観点は，算数の学習を活用する

際にはたらく思考力・判断力・表現力につ

いて考察するために重要である。

＜平成 22 年度 5（1）＞

・ 身の回りの事象を観察して，図形を見い

だし，そのように判断した理由を選ぶ。

＜平成 21 年度 3（3）＞

・ 与えられた情報を整理したり選択したり

して，筋道を立てて考え，示された判断

が正しい理由を数学的に表現する。

3．授業づくりの視点

（１）実生活の課題から，数・量・図形を

とらえ，算数の課題としてとらえる活動

　算数の学習を実生活に活用するためには，
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目の前にある実生活の課題が，算数とかか

わりがあることを認識し，算数の課題とし

て把握することが必要である。上記の，平

成 22 年度の全国学力・学習状況調査のバ

スのドアの問題であれば，バスのドアの開

閉の様子を観察して，何か決まった図形（二

等辺三角形）になりそうだととらえること

が必要である。実生活では，バスのドアの

開閉の際に見いだされる図形が，何かの課

題の解決に役立つということはないかもし

れないが，このような身近なところに，算

数の学習にかかわるものがあるということ

を知ることで，算数の学習への興味が増す

であろうと期待できる。

　授業づくりに当たっては，子どもにとっ

て身近なことから，算数の学習にかかわる

事例を見つけ，それを教材化する普段の努

力が大切である。教師一人の力では，なか

なか難しいことではあるが，教科書の教材

や全国学力・学習状況調査の問題を参考に

して，教材開発に取り組むとよい。また，

算数の研究会等で話題にしたり，算数の学

習の後に，子どもたちに，どんなときにそ

の学習内容が活用できると思うか問い，子

どもの発想を借りることで，教材の開発が

進んでいくものと思われる。

（２）与えられた情報や収集した情報を分類

整理したり，必要なものを選択する活動

　実生活の課題には，その解決に必要な情

報ばかりでなく，不必要な情報が多く含ま

れていたり，逆に，必要な情報が不足して

いたりする。情報を分類整理し，過剰な情

報の中から，課題の解決に必要な情報を選

択したり，不足している情報を収集して補

充したりして，初めて算数を用いて解決で

きるようになる。

　文章題の解決の場面では，問題文に示さ

れた条件を箇条書きにして整理して，それ

ぞれの条件がどのように関連しているかを

調べたり，それぞれの条件から何が分かる

かを書き出したりするなどの活動をきめ細

かく実行することで，適切に問題の解決が

行える。また，求積の問題では，子どもた

ち自身が，求積のために，どの長さを測定

すればよいかを判断し，実測して公式を適

用する活動を多く取り入れるなど，情報を

収集・選択する機会を設定することが大切

である。

　先に述べたように，「資料の整理と読み

（統計的な活動）」については，調査してみ

たい目的を明確にすることが出発点であり，

その目的に合うように資料を収集したり，

分類整理したりして，表やグラフ等を用い

て分かりやすく表現し，資料の特徴を読み

取るといった一連の活動が重要である。こ

の趣旨を踏まえて教材・資料を用意し，授

業を構成することが大切である。

（３）筋道を立てて考えたり振り返って考

えたりする活動及び事象を数学的に解釈

したり自分の考えを数学的に表現したり

する活動

　この活動は，算数科の中心目標である「見

通しをもち筋道を立てて考え，表現する能

力を育てる」ことにかかわることがらであ

り，どのような場合でも，算数科の学習に

は不可欠な内容である。

　既習の知識・技能と当該の問題との異同

を明らかにしたり，同種の既習事項から類

推して解決の方法を考えたり，導くべき結

論をはっきりとらえて，根拠を示してその

結論に導いたりすることで，「活用」が成

立する。何をもとにどんな結論を得たか，

どのように考えるとよいか等，説明する活

動を重視することで，基礎・基本となる事

項をどのように活用したのかを明確にする

ことができる。
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　本稿では，子どもの活用力を育成するた

めの秋田ならではの取り組みを紹介する。

秋田のすべての教師が目標を 1 つにして，

地域全体で活用力の向上に取り組んだ成果

である。

1．PISA 型学力の育成を目指した算数・

数学教育（秋田市算数・数学教育研究会）

　「子どもは二つの数学的知識を持ってい

る。一つは教室で学ぶ知識，もう一つは実

生活において獲得する知識である。この二

つの知識をリンクすることによって豊かな

算数・数学教育を創造する。」

　この基本理念のもと，全国算数・数学教

育研究秋田大会が開かれたのは 1999 年の

夏であった。それ以来一貫して，秋田市算

数・数学教育研究会はこの理念を深める研

究を継続してきた。課題学習，問題解決的

学習，情意的学力の育成，少人数指導の効

果的展開，等々である。

　PISA2000 の調査結果がリリースされた

とき，我々はそこに進むべき道を見いだし

た。PISA 調査は，国際社会が求める学力

の具体像，カリキュラムの設計思想を明確

に示したのである。豊かな算数・数学教育

の創造は，即ち PISA 型学力の育成である

と考えた我々は，2006 年度から，次の基本

方針のもと 3年計画の研究を進めることに

した。

・ 秋田市教育委員会と連携して研究を推進

する。

・ 小・中連携した研究体制を構築する。

・ 秋田市算数・数学教育研究会員全員参加

の研究とする。

ア．2006 年度の研究

①全会員による研究集会を開き，研究の意

義・目的を確認した。その際に使われた

資料が，PISA2000 調査の国内報告書で

ある。

②次に，秋田市各校の研究責任者が集まっ

て研究の内容・方法を検討した。その

結果，秋田市全小・中学校が分担して

PISA 型学力の育成を目指した評価問題

を開発することにした。そのため，秋田

市小学校を学年別・領域別の 8グループ，

中学校を領域別の 4グループに分け，研

究リーダーを中心に研究を進めることに

した。

③研究グループ校のリーダーが集まり，協

同で評価問題を開発した。それを各グ

ループ校に配信し活用した。

④グループ校のテスト結果を集約し，子ど

もの反応，とりわけ誤答を分析すること

によって指導上の課題を明らかにした。

さらに，評価問題に対する子どもの感想

を分析することにより，情意面に配慮し

た指導の参考資料とした。

算数を実生活に活用する力を育てる指導と実践特 集

活用力の育成に向けた
　　　　秋田の共同研究
濱田  眞　［秋田県秋田市立築山小学校校長］



7

⑤小・中合同授業研究会を開催し，知識活

用能力の育成をテーマに，中学教師が小

学生に対して研究授業を行った。「単元名：

これからの高齢社会（6年 比べてみよう）」

　研究協議を通し，以下の点が確認された。

・ 総合的な学習と関連づけた算数・数学指

導は十分に可能であり，子どもの意欲を

高める。

・ 数学的知識は今日的社会問題の解決に有

効であることを，子どもが実感していた。

・ 小・中連携教育は知識活用能力の育成に

向けて有効である。

⑥評価問題がすべての学校に配信され，そ

れをもとに授業実践が行われた。

⑦研究発表会を開催し，研究成果の共有化

を図った。

⑧研究集録「秋田の数学」を発行し，全会

員に配布した。

イ．2007 年度の研究

①全会員による研究集会を開き，以下の研

究方針を決定した。

・ 評価問題で明らかになった指導上の課題

解決に向けて実践的研究を行う。

・ 研究課題を「知識活用能力育成に向けた

単元カリキュラム・指導法の開発」とする。

・ 開発されたカリキュラム・指導法を，授

業研究等を通して検証する。

②研究グループ校が集まり，単元カリキュ

ラム・指導法を検討した。

③研究グループ校では，開発されたカリ

キュラム・指導法を子どもの実態に合わ

せて修正し，授業実践を行った。

④小・中合同授業研究会を小学校で開催し，

知識活用型の単元カリキュラム・指導法

を検証した。「単元名：算数で読み返す歴史 

大江戸物語（6年 単位量あたりの大きさ）」

　研究協議を通し，以下の点が確認された。

・ 単元全体を知識活用型に仕立て直した指

導は十分に成功した。

・ 研究グループ校による協同作業が知識活

用型カリキュラムの作成を可能にした。

・ 算数と他教科の合科的指導は十分に可能

であり，かつ有効である。

⑤各校における授業実践を持ち寄り，グ

ループ研究をまとめた。

⑥研究発表会を開催し，研究成果の共有化

を図った。

ウ．2008 年度以降の取り組み

・ 東北大会，全国大会等で研究成果を発表

する。

・ 研究の成果を次期学習指導要領実施に向

けて活用する。

2．あきた算数・数学フェスティバル

（主催：秋田県算数・数学教育研究会）

　「草の根数学文化を秋田に創出する」と

の構想のもと，「あきた算数・数学フェス

ティバル」が，全国算数・数学教育研究秋

田大会の理念を引き継ぐ形で，2000 年から

開催されて現在に至っている。共催は地元

秋田の企業人グループ「21 委員会」，後援

は秋田県・市教育委員会，協賛として地元

の企業数社が参画している。内容は以下の
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通り多彩である。見るだけでなく，参加・

体験的要素を含め，子どもも大人も楽しめ

るものになっている。

ア．展示（秋田高専ロボット，秋田大学数

学研究室，企業展示など）

イ．講座・参加・体験コーナー（折り紙講座，

珠算講座，数学検定，ハノイの塔など）

ウ．研究発表（夏休みの自由研究や選択教

科，総合的な学習の時間などでの研究が

中心）

エ．チャレンジ（算数の特殊な知識を要す

る問題ではなく，二人一組が相談して解

き，問題を独自で発展させ，それを解く

こと，及び結果を整理し，上手に発表す

ることをねらった問題に取り組む。時間

は日程の都合上 2時間。）

　参加者は年度によって変動があるが推

定 700 人，未就学児から 70 歳代まで多様

である。参加者アンケートによれば，楽し

かった・まあまあ楽しかった，を合わせれ

ば 96％であり，好意的評価が大多数である。

　学校と地元企業とのネットワークの意義

は大きい。企業人は異口同音に数学の重要

性を指摘する。フェスティバルは，学校数

学と社会で生きて働いている数学とを融合

し，社会全体の知識活用能力を高めるもの

と期待されている。

3．考察

　秋田市の研究ネットワークはいかにして

形成され，何をエネルギーとして持続して

きたのだろうか。それは，1990 年に始まっ

た「課題学習の実践的研究」を起源にもつ。

　初年度は，各校で実生活に関連づけた課

題学習を試行し，その実践記録を紀要「秋

田の数学」に掲載することから始めた。

　2年次は，紀要を参考に，各校で課題学

習を年間指導計画に組み入れ，全校体制で

組織的に課題学習を実践した。また，その

記録を紀要に掲載し共有財産として活用し

た。

　3年次は，実践記録の中から代表的事例

を抽出し，各校における共通課題として実

践し，その結果を協同で分析した。その結

果，課題学習は子どもの情意的学力及び知

識活用能力を高めることが明らかになった。

　課題学習の研究によって秋田市共同研究

の基本スタイルが確立され，その後も踏襲

されている。また，研究から得られた知見

は，1999 年の全国算数・数学教育研究秋田

大会の基本理念として結晶していった。

　秋田の教師の研究意欲は長年にわたる共

同研究のたまものである。教師達が学校を

超えて交流し合う中から共通の理念が形成

され，実践成果を相互に交換し合う中から

共に高まる風土が醸成されたのである。今

では，校内授業研究会に他校の教師が参加

する姿を普通に見ることができる。

　一方，秋田には竿燈祭りを始め，多くの

地域に伝統的な祭りが息づいている。人間

関係の希薄化や地域力の低下が，家庭教育，

学校教育の土台を揺るがしている今日，祭

りの価値は再評価されて良い。

　「あきた算数・数学フェスティバル」は

数学のお祭りである。老若男女を問わず，

数学文化を味わう活動を通して，お互いの

絆を深め合い，学びのネットワークを構築

することの意義は大きい。この活動は，や

がては知識基盤社会における新しい学びの

スタイルへと結実する可能性をもっている。
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1．はじめに

　子どもたちが，算数で学んだ力を用いて

実生活を振り返ったときに，新たな創造性

への実感や楽しさなどの感覚を大切にした

いと考えている。

　なぜならば，学んだことを活用して，自

分のアイディアをもとに自分だけの世界が

つくれたならば，そのときの感動や驚きは

活用への意欲を強烈に喚起すると考えるか

らである。こうした体験は，主体的に学習

をつなげて高めていこうとする態度の育成

に結びついていく。

2．本時の学習

　本時は，体積の学習を活用して，「建ぺ

い率」と「容積率」という 2つのキーワー

ドをもとに，子どもたちが自分のビルの設

計デザインを試みていこうとする内容であ

る。

　「建ぺい率」とは，土地の面積に対する

建築した建物の面積の割合のことである。

つまり，建てたい建物の 1階部分の面積と

考えることができる。例えば，建ぺい率が

70％ならば，土地の 30％を庭や駐車場な

ど建物のないスペースにしなければならな

い。もし，面積 1000m2 の土地があるときに，

建ぺい率が 70％であるならば，700m2 の面

積に建物を建てることができるということ

である。

　「容積率」とは，土地の面積に対する建

物の延べ床面積（全部の階の床面積の合計）

の割合のことである。例えば，面積 1000m2

の土地があり，容積率が 300％ならば，延

べ床面積は 3000m2 が最大となる。

　「建ぺい率」を制限すれば，狭い土地に

建築物がひしめくように建つことを防ぐこ

とができ，良好な住環境になる。また，防

火上の安全性も高められる。逆に，「建ぺ

い率」や「容積率」を大きくすると，土地

を有効利用することができる。住宅地，商

業地など，土地の利用目的を考慮して定め

られている。

3．本時の問題

　学校の近くの空き地に，ビルを建てるこ

とになりました。空き地は，縦 50m，横

100mの長方形の形をしています。

　ここにビルを建てるときは，次の 2つの

きまりを守らなくてはなりません。

　　　建ぺい率：60％

　　　容 積 率：700％

　あなたは，どんなビルを建ててみたいで

すか。

※本時の導入に当たっては，「建ぺい率」

と「容積率」の言葉の意味と具体的な計

算例を示し，十分な理解を図っておく。

算数を実生活に活用する力を育てる指導と実践特 集

実生活に活用する力を
　　　育てる授業の実際
小林  徹　［埼玉県吉見町立西小学校教頭］
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4．解決過程

Ｔ　建ぺい率は 60％です。建物の 1階部分

の面積はどのくらいになりますか。

Ｃ　建ぺい率は，土地全体の面積に対する

建物の 1階部分の大きさを決めているか

ら，私は，まず，空き地全体の面積を求

めて，その大きさに対する 60％を求めれ

ばいいと考えました。

　　空き地は，50 × 100 ＝ 5000 で 5000m2

で，その 60％は 5000 × 0.6 ＝ 3000 となり，

1 階部分の面積は，一番大きくした場合

で 3000m2 ということが分かります。

※今後は，この数値をもとにして，1階部

分のデザインを考えさせていく。

Ｔ　次に，容積率 700％ということから，

ビルは何階建てまで建てられそうかを考

えてみましょう。

※この時点では，1階部分がそのまま真っ

直ぐ伸びている建物に限定して考える。

Ｃ　えーと，まず空き地が 5000m2 で，容

積率が 700％だから，5000 × 7 ＝ 35000

になります。そして，35000 ÷ 3000 ＝

11.66…だから，1 階部分が 3000m2 なら，

11 階まで建てられます。

Ｃ　どうしてその計算で，何階まで建てら

れるかが決まるのですか。

Ｃ　なぜなら，容積率で建物の全部の階の

面積の合計が決まるから，（建物全体の

面積）÷（1階部分の面積）を計算すると，

1階部分の面積のいくつ分かが分かりま

す。つまり，1 階部分の面積が何階分あ

るかを求めていることになるからです。

Ｔ　1階部分の面積と何階まで建てられる

かが分かったので，それでは，ビルのデ

ザインに取り組んでみましょう。

児童Ａ

Ｃ　ぼくは，よく見る箱の形のビルを建て

てみようと思います。そして，ビルは空

き地の端っこのほうに建てて，残りは広

い駐車場にします。

　　まず，1階は，70 × 40 ＝ 2800 です。

　3000m2 より少ないから大丈夫。次に，12

階建てにして，2800 × 12 ＝ 33600。

　　35000m2 より少ないから問題ないね。

 

※子どもたちの中には，空き地全体に建て

ようとしたり，逆に，極端に小さな建物

を作ろうとしたりする子がいる。そのと

きは，建物のデザインを決めさせてから，

空き地を示した方眼プリントに自分の建

物を書き込ませて振り返らせてみる。そ

れにより，新たな視点を得て，自分のデ

ザインを変更していくきっかけとなる。

児童Ｂ

Ｃ　私は，時々テレビで見る円柱のような

形の建物を作ってみようと思います。

　　1階は円にして，30× 30× 3.14 ＝ 2826。

　　3000m2 をこえていないわ。

Ｃ　あれ，何かおかしくないかな。

Ｃ　あっ。空き地の縦は 50m だから，直

70m

40m

12階建て

30m

12階建て
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径が 60mの建物は建てられない。半径を

20mにしてみようかな

　　まず，20 × 20 × 3.14 ＝ 1256 で 1 階部

分の面積を求めて，次に，35000 ÷ 1256

＝ 27.86…となるから，27 階建てのビル

になりました。建物以外の土地は，公園

にします。

Ｔ　身の回りの建物を，よく見てみましょ

う。いくつかの建物が組み合わさってい

るものもあるでしょう。

児童Ｃ

Ｃ　それでは，駅前にあるデパートと同じ

ような形で作ってみようかな。

　　まず，1階部分の面積は，（65 ＋ 25）×

30 ＝ 2700（m2）です。次に，建物の全部

の階の面積の合計を求めます。左側は 65

× 30 × 10 ＝ 19500（m2），右側は 25 ×

30 × 18 ＝ 13500（m2）です。合わせて，

19500 ＋ 13500 ＝ 33000（m2）です。

Ｃ　まだ，35000m2 を超えていないね。

Ｃ　それなら，左側を 11 階建てに変えて

みようかな。65 × 30 × 11 ＝ 21450 だか

ら，21450 ＋ 13500 ＝ 34950（m2）となり

ます。ぎりぎりうまくいったぞ。

児童Ｄ

Ｃ　私はちょっと変わった形を考えて，1

階部分を 3つに分けてデザインしました。

　　そして，アイウの建物の高さも変えて

みました。

　　全部の階の面積の合計は，アが 50 ×

10 × 20 ＝ 10000，イが 50 × 10 × 25 ＝

12500，ウが 50 × 10 × 30 ＝ 15000 です。

合計で 10000 ＋ 12500 ＋ 15000 ＝ 37500。

あれっ，35000m2 を超えちゃった。

Ｃ　この計算は，アとイとウを 1つの式に

まとめることができるよ。50 × 10 ×（ア

イウの階数の合計）＝ 35000。だから，ア

イウの階数の合計は，35000 ÷ 500 で 70

階分なるね。

Ｃ　それでは，私は，アは 20 階で，イは

22 階で，ウは 28 階建てにしようかな。

5．終わりに

　体積の学習では，決められた立体図形の

体積を求めることが中心であったが，本時

は，決められた数値にあった形を自らデザ

インしていく活動にした。子どもたちは，

建物のデザインという新たな学びを味わっ

ていた。このような学習によって得られる

算数の有用性や柔軟性などの様々な感覚を

大切にしていきたいと考えている。

10階建て

65m 25m

18階建て

30m

ア

イ

ウ

50m

10m

10m

10m
10m

10m

20階建て

25階建て

30階建て

ア

イ

ウ
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新指導要録における
　　　　学習評価の視点

小島  宏　［財団法人教育調査研究所研究部長］

1．学習評価の前提

　学習評価は子どもの学習の過程や結果に

ついて行うものであるが，その前提として，

まず，肝心の授業を充実させる必要がある。

　授業の充実を考えるとき，児童指導要録

の観点別学習状況の 4観点「関心・意欲・

態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・

理解」は，子どもに身に付けさせたい学力

の中身として重要な意味をもってくる。最

終段階の学習評価だけを頑張っても，子ど

もが授業の中で充実した学びをしていなけ

れば意味がないのである。身に付けさせた

い学力の中身として 4観点を意識し，きめ

細かい指導をし，その過程で学習評価を実

施し，育ち具合に応じて支援の手立てを尽

くす。さらに，その結果を学習評価によっ

て確認するという一連の営みが大切である。

　学習評価というと，③の段階における

学習結果としての評価のみが関心を集める

が，本当は，②の段階の学びつつあるとき

の評価のほうが重要である。このことが，

PDCA の CAが重要であるとか，「指導と

評価と支援の一体化」が大切であると言わ

れることである。

　これからは，授業の中での形成的評価を

重視し，自ら学ぼうとする子どもを認め，

励まし，支えることが求められる。そこで，

この①②③，次の①②③，さらに①②③，

……という営みを繰り返しながら子どもを

進歩させていくという発想が大切である。

2．学習評価の観点の変更

　算数科の評価の観点は，次のように少し

変更になった。

　｢数学的な考え方★｣ では，｢思考・判断・

表現 ｣の ｢表現 ｣を受け，したり，考えたり，

気付いたりしたことを説明したり，根拠を

あげて説明（証明）したりすることも評価

することになった。

　「数量や図形についての技能☆」では，「表

現」という言葉は取れたが，言葉，数，式，

図，表，グラフ等で表すことなど，数学的

①どのような子どもを育てるかを明確にして，授
業を計画し準備する。

②授業の中で，学習評価を実施し，学習状況や反
応に応じて適切な支援の手立てを講じる。

③学習した過程やその結果を学習評価し，子ども
の育ちを確認する。（これが次の学習の①②③
…と，スパイラルにつながっていく。）

新児童指導要録 旧児童指導要録

算数への
関心・意欲・態度

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方★ 数学的な考え方

数量や図形についての
技能☆

数量や図形についての
表現・処理

数量や図形についての
知識・理解

数量や図形についての
知識・理解
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な表現に関することは，従来通りこの観点

で評価する。

　算数科の授業を充実させるためには，各

観点の趣旨を理解しておくことが大切であ

る。算数科の 4観点の趣旨を分かりやすく

整理すると次のようになる。

（文科省「児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等につい

て（通知）H22.5」，国研「評価規準の作成のための参考資料

（案）H22.7」を基に筆者の私見で整理した。）

　これらは，算数科として総括的に分析し

たものであるが，このような作業を，学年

ごとに，あるいは指導内容に即して具体的

に行えば，どのような算数的活動をさせ，

どのような視点から子どもの学習状況や反

応を捉え，どう指導･支援していったらよ

いかが具体的に準備しやすくなるであろう。

3．「数学的な考え方」と言語活動

　「数学的な考え方」では，算数の課題（問

題）について考え，考えたことを判断し，

解決の過程や結論（結果）をまとめ，それ

を言葉，数，式，図，表，グラフ等を用い

て数学的に表現できる子どもの育成を目指

して授業を進め，それが実現したかどうか

を評価する。この観点にかかわる能力を育

てるポイントは次の 4点である。　

○既習事項（知識，技能，考え方，表現の

仕方等）を使って考えることを奨励し，

積極的に活用して問題を解決したり考え

たりできるようにする。

○したこと，考えたこと，気付いたことは，

言語活動（言葉，数，式，図，表，グラフ等）

を使って表現させるようにする。

○表現したことを基にして，知的コミュニ

ケーション（情報交換，話し合い，学び

合い）をさせ，高め合えるようにする。

○学習したことを表現させ，明確化させ，

学習のまとめをし，覚えやすく，練習し

やすく，既習事項として振り返りやすく

する。

4．「算数的活動」と言語活動

　算数科で言語力を育てることは，結果と

してはあっても，本来の目的ではない。む

しろ，言語活動を効果的に活用することで，

数学的な考え方などの算数科で目指してい

る学力を高めることが重要である。

　算数的活動では，つくる，調べる，見付

ける，表す，説明する，作図する，かく，

敷き詰める，活用する，解決するなど，様々

な学習体験･思考体験をする。この体験（算

数的活動）の中での気付きや感じたこと，

考えたこと，見付けたことなどを，言葉，数，

式，図，表，グラフ等を用いて数学的に表

現させ，この表現を基にして，知的コミュ

ニケーションをし，「伝え合い・学び合い」

をさせる。そして，最終的には，知識や技能，

考え方や表現の仕方として内面化（あるい

は経験化）する。この内面化されたものが，

既習事項として問題解決や新しいことの学

び取りに活用されるようになる。

　体験（算数的活動）を単なる思い出にす

るのではなく，言語活動を通して，経験化

（算数の知識･技能や考え方として蓄積）し

ていくことが重要なのである。

算数への関心・意欲・態度

①算数の学習対象や内容，活動に関心をもち，②
学習したことのよさに気付き，③学習や生活に
活用する。

数学的な考え方

①身の回りのことを数学的に捉え，②見通しをも
ち，③筋道を立てて考え，④それらを表現し，
⑤そのことから考えを深め，⑥数学的な考え方
の基礎を身に付ける。

数量や図形についての技能

①数量や図形についての数学的な表現の基礎を身
に付け，②その処理に関する技能を身に付けて
いる。

数量や図形についての知識・理解

①数量や図形についての豊かな感覚をもち，②意
味や性質について理解している。
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みんなで見る！ みんなで考える！

小学算数　デジタル教科書

　小学校算数デジタル教科書は，2011 年

4 月から使用となる新版教科書準拠品です。

教室に大きな教科書がやってきた！

　みんなでひとつの教科書を見ながら学習

することができます。

教科書の絵が動く！

　子どもが「問い」をもち，考え，納得す

る授業を支援するさまざまなコンテンツを

収録しています。

◇アニメーションコンテンツ◇

　教科書の挿絵や図版を段階的に動かし

て，わかりやすく表現しています。

◇シミュレーションコンテンツ◇

　教科書の挿絵を変化させたり，図形を

動かしたりしながら，計算の手順や思考

のプロセスを確認したり，みんなで一緒

に考えることができます。

◇動画コンテンツ◇　

　理解を深めるのに効果的な動画資料を

用意しています。　

挿絵が大きくなる　答えを書き込める

　教科書の挿絵や図版・写真を拡大したり，

答えを書き込んだり，デジタルならではの

「便利」なツールを備えています。

・範囲拡大： 画面の一部を範囲選択して，

拡大表示することができます。

・描画機能： 自由線／実線／点線／三角形・

四角形・円／点などが画面に

描けます。

・算数用具： ものさし／三角定規／コンパ

ス／分度器／おはじきなどを

画面上に呼び出せます。

教育出版デジタル教科書のポイント

1． 電子黒板を使う場合は画面の大きさに

制限があることから，画面をなるべく

広く使えるようにツールの配置なども

工夫しています。

2． 電子黒板がない場合でも，パソコンと

プロジェクタで使えるように設計し，書

き込みや拡大など使いやすさにこだ

わったツールを装備しています。

3． 教科書や図版などの画面に集中しやす

いように，ツールバーは通常隠されて

おり，使いたいときに表示されるよう

工夫し，電子黒板のツールとの併用に

も配慮しています。

4． デジタル版の写真は教科書よりも明る

い色彩調にして，投影式の機器（プロ

ジェクタ）でも見やすいように配慮し

ています。

5． カラーユニバーサルデザインを意識し，

色数も抑えるなど判別しやすくしてい

ます。

6． 文字サイズも，読みやすさを損なわな

い範囲で最大限大きく表示しています。

小学算数デジタル教科書

1，2，3，4，5，6年 ： 各 63,000 円（本体＋税）

＊校内フリーライセンスの価格です。

＊ 2011 年 3 月発売予定
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デジタル教科書でひろがる授業
教科書の絵や図や写真が大きくなる！ 動く！

範囲拡大

描画ツール

基本ツール

さまざまなコンテンツを収録

アニメーション シミュレーション 動画コンテンツ

＊本記載の内容，製品の仕様は予告なく変更することがあります。
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中国支社 〒730‐0051 広島市中区大手町3-7-2
  あいおいニッセイ同和損保広島大手町ビル 5F

TEL: 082-249-6033　FAX: 082-249-6040
四国支社 〒790‐0004 松山市大街道3-6-1 岡崎産業ビル 5F 

TEL: 089-943-7193　FAX: 089-943-7134
九州支社 〒810‐0001 福岡市中央区天神2-8-49 ヒューリック福岡ビル 8F 

TEL: 092-781-2861　FAX: 092-781-2863
沖縄営業所 〒901‐0155 那覇市金城3-8-9 一粒ビル 3F 

TEL: 098-859-1411　FAX: 098-859-1411

編集部からのお知らせとお願い － 平成 22年度補助教材3年について

　平成 22 年度の補助教材「小学算数 3年」54 ページ 2 につきまして，この段階では重さの学習が
未習のため，単元 13「重さ」の学習後にご指導くださいますようお願い申し上げます。

［表紙･写真］

秋田竿灯まつり

　秋田の夏の風物詩「竿灯（かんとう）」は，重要無形

民俗文化財にも指定されています。子どもたちも必死

に練習して，伝統を受け継ぎます。

　大人が持つ「大若」は重さ 50kg，長さ 12m，子ども

が持つ「小若」は重さ 15kg，長さ 9mです。

　では，１竿の提灯の数はいくつでしょうか。

　こんなときにも，「あ，かけ算が使える」と言える子

どもに育てたいですね。 

　そして，どのようにするとかけ算が使えるのか，様々

な表現を用いてわかりやすく伝えられるようになれば，

もっと素晴らしいですね。


